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『匿名のガル年代記』第三巻（翻訳と注釈）  
［第1葺から第12章まで］  
荒 木  勝   
以下の翻訳は、三才j二本ザモイスキ版、センジヴォヤ版、へイルスペルスキ版  
を検討したカロル・マレテンスキK．Maleczy負Skiの枚訂本を輔いた（Galli  
AnonymiCronicae et GestaI）ucum sive Principum Polonorum  
［Monumenta 拘loniae 〟六torica，Nova series，TomusII，Cracoviae  
1952］）。   
注釈に関しては、ピエロフスキ（A．Bielowski）、マナレンスキ、プレジア  
（M．Plezia）、グロデッキ（R．Grodecki）、ブイノL／ホ（］，Bujnoch）、シラ  
7ト7スキ・ケプケ（Ⅰ．Szlachtowski，R．Koepke）に拠った。注釈において  
は、注釈者の見解をそれぞれに   
Bielowski→［Bi］、Plezia→［P］、Grodecki→［G］、Bujnoch→［B］、  
Maleczy丘ski→［M］、Ⅰ．Szlachtowski，R．Koepke→［S］  
と略記し、以下にその見解を紺介した。それ以外の注釈は訳者のものである。  
参照した翻訳は、グロテッキ訳をふまえたプレジアによるポーランド語訳』机㈲元  
tz7，（，・，Gall，Kronika PoIska，Krak6w1982［BIBLIOTEKA NARODOWA．  
Nr．59］．ブイノッホのドイツ語訳fわJe乃S』抑β乃ge，CαJJ〃5』乃0乃γ∽砺  
Chronik und nzfen der He7て詣e und Fii73fen uon Polen．Verlag Stria，  
Graz－Wien－K61n1978である。典拠については、聖書は、シュトソトガルト  
版のβ才∂Jわふzc和才zα′〟n‘加ゎ椚1々門わ乃e肌1969（その翻訳は、と〈にこ  
とわりがない限り、『合同訳聖書』しl本聖書協会、1991年）に拠った。ギリシ ニ  
ャ・ラテンのホ典については、乃ピ⊥og∂C泡ssわαJ⊥7∂摺りに拠った。12～13 些  
世紀の東欧の年代記頬については、〟0乃〟∽e乃ぬ Geγ椚αア7わβ 〃ゐわγ才“．  
5cナノZか0γ〟別に拠った。   
ル7．月m血  563   
第三巻の手紙のはじまり   
ポーランド公御付の敬すべき察iij達、ならびに、記憶に価するポーランド  
の他の優れた憎達よ、この小品の作者上る私ば1）、あなたがたがこの世の財を  
遣り過ごされ、㌍虚な世界から永遠の世界ハ＼易易と移り行くことができるこ  
とを祈念するものです。   
とりわけ、親愛なる兄弟とLてのあなたかたに、心に留めていただきたく  
思うことがあります。私がこれ程大きな仕事を引き受けたのは、私の内気な  
ふさ 心の総飾り（2）を打ち広げ、比せびらかすためではなく、また私の父祖伝来の地  
と私の親族を、異国の者であり、巡礼の身である私があなたがたに自慢する  
というのでもなく（3）、私のハ＝心の果実トりを私の修道会の誓いの場に持ち帰るた  
めです（5）。   
さらにもう一一つのことを、あなたがたの分別にかけて明らかにしておきま  
す。私がこの仕事を引きうけたのは、自らを他人の上に置こうとするのでは  
なく、また話しぶ りにおいて、私が熟達の土であることを示そうとするので  
もなく、むしろ無為を避けるためであり、文市作成の習慣を維持するためで  
あり（6）、また無侶でポーーランドのパンを食べるわけにもいかないからです（7）。  
さらに、戦についての多くの物語は、私の無知を刺激して能力を越える重荷  
を私に負わせ、乳敢なボレスワフ公の高潔と度量が、これに敢えて取り組ま  
せる甘信を私に与えたからです。  
それゆえ、  
我がものを見るのでなく、  
汝等のものを見よ。  
た（み  
r二の手にあらず、  
黄金をこそ吟味せよ。  
器にあらず、  
うま  
廿し酒をこそ飲みたまえ（8）。  
おそらく、あなたがたは、この作－1もの言葉の貧しさを幹めることでしょう。  
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しかし、少な〈ともこの作品の中味をより深く受けとり、またこれを豊かな  
作品として理解していただきたいのです。またもし（9）、あなたがたがポーラン  
ドの諸々の王や公を、年代記を書くに価しない者達と見なすならば、あなた  
がたは明らかにポーラント1三国を、どこか未聞の野蟹田と考えていることに  
なるでしょう（1D）。またあなたがたが、たまたま私を、このような僧職の生活  
に相応し〈ない仕事を引き受けた者と批難するならば（11） 、私が書いたのは、  
王や公の戟についてであって、福井に関わる事柄ではない（12）、と答えたい。  
実際、ローマ人やダリア人（13）の名替も武勇も、子孫の追憶と模範のため、こ  
れらの事が史家の証言によって保存されなかったならば、全世界にこ■れ程広  
く知れ渡ることはなかったでしょう。また同様に、偉大なるトロイヤも、そ  
れがどれ程破壊され、打ち捨てられていたとしても、詩人の碑文によって永  
遠の記憶に刻まれているのです。城壁も平地のようにならされ、高楼も壊さ  
れ、広大で優美な場所も住む人がなく、王公の宮殿は、獣達の侍しいねぐら  
や住処＝4）となっています。にもかかわらず、トロイヤとそのベルガモンぱ15）、  
文字の発する声によって、至るところに知れ渡っています。ヘクトルやプリ  
アモスはく16）、ヨミ膣にある時よりも砂塵の巾にある時の方が多く語られます。  
アレクサンドル大王について、アンチオケアについて（17）、メディア人やペル  
えびす  
シャ人の主について…）、夷人の借主について、我等はいったい何を記憶して  
いるのか。もし、これ程にも多い彼らの名前を数え＿1二げれば、今し－1の仕事を  
明日に延ばさねばなりません。彼らの命が永遠でなく、羽毛の如く移りゆく  
いにしえ  
ものであったにもかかわらず、彼らの名声は占の大詩人の称賛の言葉によっ  
て不朽のものとなったのです。   
実際、聖人がその善行と奇跡によって尊敬されているように、地上の王や  
諸侯も戦の凱旋や勝利によって称賛されています。それゆえ、聖人の生活と  
殉教を教会で教えることが敬虔な事柄であるように、学校や宮廷で王や侯の  
凱旋や勝利を語り聞かせることは、誇りとすべき事柄です。また聖人の生活  
や殉教を教会の説教で語ることは、信仰ある人々を敬神の心へと導〈ように、  
王公の勇敢な業や勝利を学校や城砦で語r）きかせることは、騎・上の心に勇気  
を掻き立てるのです（19）。実際、教会の牧者が魂のために聖霊の果実を追い求  
めるように、回の守護者も父祖の地の名誉と名声を広げ、この世における栄  
光を求めるものです。また、神の僕たる者は、神に属することは霊的に神に  
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従うべきであり、皇帝に属することは、この世の君主達に敬意を払い、彼ら  
に従うべきです（20）。実際、凱旋した高名な人が名声と栄光をその勇気の故に  
求めたとしても何の不思議がありましょう。カルタゴの女⊥クレオパトラで  
すら（21）、名声を求めて、身にそなわった徳、すなわち女の徳によってではな  
く（22）、男のような勇気によってローマ帝国を自分の方に引き寄せようとしま  
した。また支配を欲しながら、渥戟で破れた女性が、服従するよりもむしろ  
自らに恐しい死を選んだのですから（23）、祖国や父祖伝来の地を守り、身に受  
けた不義不正を正そうとした人々が、恥辱の巾で自分の奴僕に屈服するより  
も、毒による死ではなく、戦の場で名誉ある死を求めたとしても、何の不思  
議な事がありましょう。   
それゆえ、以上に述べたことから、ポーランドの諸公の事蹟を朗諭するこ  
とは無駄なことではないことが理解されるでしょう。また同様に、あなたが  
たの判断によって確認していただきたいことは、この作品が語り部によって  
朗読されるべきであること、です。さらに私が、嫉妬や私の中に生じるかも  
しれない虚栄心のために（24）このような人きな骨折りに対する報酬を辞退する  
ことのないように、あなたがたの聡明な分別を心よりお原貢いするものです。  
実際、賢明な方々が、もし私の仕事を、祖国の名誉にとって、優れた有益な  
そそのか  
ものと判断されるならば、誰かの唆しによって（25）作者から作品に対する報酬  
を取りよろうとすることは、膿むべき事柄であi）、筋の通らないことであり  
ます。  
INCIPIT TERCIUS LIBER  
INCIPIT EPISTOLA TERTIILIBRI  
Capellanis ducalibus venerandislaliisque bonis clericis per Poloniam  
memorandis，：preSentis auctor opusculisic bona temporalia preterire，：  
二 utliceatexpeditedecaducisadpermanentiatransilire．Primumomnium  
八  九 VOSSCirevolofratreskarissimi，：qulatantumOPuSnOnideocepl，；utper  
hocfimbriasmeepusillanimitatisdilatarem，‡necutpatriamvelparentes  
Meosexulapud vos et peregrlnuSeXaltarem，  
Sed ut aliquem fructum meilaboris adlocum mee professionis  
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reportarem，；§Itemaliudvestrediscretionimanifesto，：quianon，utme  
quasiceterispreferendo，；velquasifacundioreminsermonereferendo，；  
hunclaboremsuscepi；Sedutotiumevitaremietdictandiconsuetudinem  
COnSerVarem；etnefrustrapanem Poloniemanducarem．；Insuperetiam  
COpiosabellorum materia ad presumendum onus viribusinequale meam  
lgnOranCiam excitavit，三1pSiusque Bolezlauibelligeriducis probitas ac  
magnanimitasaudendifiduciamministravit．：§Quocirca  
Non meased vestra percipite，  
Nonfabrumsedaurumperpendite，  
Non vasa sed viIlum ebibite．  
Etsiforsaninhocopereverborumnuditatemaccusatis，；exhiissaltim  
materiamtractandiprofundiusetargumentosiushabeatis．；Quodsireges  
Polonos velduces fastisindignos annalibusiudicatis，；regnum Polonie  
PrOCuldubio quibuslibetiIICultisbarbarorum nationibus addicatis．：§Et  
SiforteproponitismetalemtalisqueviteindignumtaliapresumplSISSe，；  
respondebobella regum atqueducum non euuangelium me scrlpSISSe．：  
Numquam enimfama velmi1itia Romanorum velGallorum sic celeberT  
rimapermundum haberetur，；nisiscriptorum testimoniis memoriepos－  
terorum etimitationiservaretur．；§ Maxina quoque Troia∴quamvis  
destructaiacet et deserta，；eterne tamen memorie poetarum titulis est  
inserta．！Muricoequati，turreSdestructeiaceIlt∴locaspaciosaetamena  
habitatore carent，三in palatiis regum et principumlustra ferarum et  
Cubiliasecretalatent，ITroietamenPergamaubiqueterrarumscriptura  
Clamantepredicantur．；HectoretPriamusplusinpulvere，quaminregni  
SOlio recitantur．：Quid de Alexandro Magno，；quid de Antiocho，；quid  
de Medorum atque Persarum regibus，quid de tyrannis barbarorum  
memorarem，：quOrumSitantumnominarecitarem，；opushodiernumin  
diem crastinum prolongarem，§ Horum tamen fama veterum vatum  
preconiisinmortalis，；quorum vitanonestperpetuased pennalis．；Nam  
（sicut）saIICtiviribonis operibus et miraculis celebrantur，；ita mundani  
regesetprincipesbellistriumphalibusetvictoriissublimantur∴§Etsicut  
Vitas sanctorum et passiones religiosum estinecclesiis predicare，；ita  
gloriosum estin scolis velin palatiis regum ac ducum triumphos vel  
．・て  
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victoriasrecitare．；§Etsicutvitesanctorumvelpassionesadreligionem  
mentesfideliuminstruunt；inecclesiispredicatc，；itamilitievelvictorie  
regumatqueducumadvirtutemmilitumanimosaccendunt，；inscolisvel  
incapitoliisrecitate．：§Sicutenimpastoresecclesiefructumanimarum  
querere debent spiritalem∴sic defensores honorem patrie famamque  
dilatarestudent etgloriam temporalem．；Oportet enim Deiministrosin  
hiis，que Deisunt，Deo spiritualiter obedire；etin hiis，que Sunt CeSaris，  
honoremetserviciummundiprincipibusexhibere．：§Quidenimmirum，Si  
Viritriumphatoresetinclitifamametgloriamappetuntexvirtute，；cum  
etiamgg Cleopatra Cartaglnis reglna：imperium Romanum avidalaudis  
transferrevoluitviriliaudacia，；nonnaturalisivefemineaprobitate∴Et  
Sifeminaquerensimperium，naValipreliosuperata，mOrteterribilisemet  
lpSam perimere maluit quam servire，；quid estmirum，Slpatriam vel  
hereditatempaternamdefendentes，：Velillataminiuriampersequentes，；  
in bello famosa non venenosa（morte）magis appetuntinterire，；quam  
ignominiose suis obnoxiis obedire∴§ Constat ergo ex hiis superius  
approbatis；rebusgestisPolonorumprincipum（non）invacuumrecitatis，  
；§constat quoque vestroiudicio confirmandum，；vero presens opus  
interpretirecitandum．；Insuperillud causa Deicausaque Polonie  
provideat vestre discrecio probitatis，；ne mercedem tantilaboris  
impediatvelodiumveloccasiomeecuiuslibetvanitatis．：Namsibonum  
etutilemeumopushonorlpatrieasapientibusiudicatur，；indignumestet  
inconveniens，Siconsilioquorundam artificimercesoperisauferatur∴  
1）［訳注］第一∵巻の注（4）を参照のこと。第・巻の献辞の中で、l、ご白書官ミハウを年代  
記作成の発起人と呼んだ年代記作1削二関して、第、一巻の江（4）は、作者f′1身がこの  
年代記の真の作者をミハウと考えていた、と記している。それに対して、P■ダヴィ  
ドの研究は、二の第三巻の献辞の中に見られる作者の態度を検討し、この作者がポー1  
ランドの宮廷に従属した文ヒではなく、－一定の独立性を持った文人であり、身分は憎  
仰であるが、什分の文は家としての実力を誇りとし、当時、激しく争われていたグレ  
プリウス改革に対しても中立的態度を持」ていた人物であるとノ、まさし〈この年代  
記のたの作家であるとしているr P，David，Lcs sozi†tleS de rhistoire dePolognea  
／’epoque des Piasts．Paris1934．p．4143，   
2）［訳注］第一巻の献辞の中の言菓L．vanitasfimbriasdilatare”「虚栄の総飾りを広  
げる」と対応している。その典拠は『7タイによる福吉苔』二三1工。Matheus．23  
5“dila［antenimphylac［erasuaetmagnificantfimbrias．”「彗里・Jの人っf：′ト符  
を人き〈したI）、衣服の房を艮〈 したりする。」。  
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3）L二M］この発言から、ガルが外国出の貴族の生れであるという比解が引き出された〔ノ  
∴連の八音節トロカイックの詩。  
4）［M］Sallus［，Bellum（元filin〟e．353“quod frしICtulaborisindustriaeque meae   
privatusstatし1mdignjtatisnonoptinebam，”サルステイウス『カティリナ戦記』：二  
五三「我が労苦と丹精の果実を奪われ、名誉ある地位を得ることができなかった。」  
5）［訳注］このプロフェシオ“professio’’を多くの研究者は、聖職者の誓願の意味に   
解して、“adlocam nlee PrOfessionis”を「帽道全の誓いの場に」と訳している′）  
しかL、これに対Lて、ダヴィドは“professio’’を「職業」とりわけ文法・イl鋸辛の   
職と解Lている。いずれの説かIE・Iしいか、確定しがたいが、，姓名は通説を採った。Plezia，  
G（Z／／137臥，Daヽ7id，⊥g∫∫0〟Jて・ピ∫，P．42．  
6）［訳注］“dictandiconsuetudo’■「文章作成の習慣」に関連Lて、T・ヴォイチェホ  
ブスキは、グルはボレスワフ・クシヴウステイのl、－■竜再‘上二三■房の古記官であった、とする。  
マレテンスキは、当時のポーーランドには、公に直属する尚吾‘打上引ま有：れLていないと  
主張Lている。これに関連した問題として、グルの協力署であり、尚書官であったミ  
ハウその人の地位について、多〈の見解が提出されており、そもそもミハウの尚書七一  
の地イ立を、世俗のポ主権力に屈した尚書甘ではな〈、司教ないしは聖堂参事会の尚書  
官とする見解が♯張されている（ピエロフスキ、グンプロヴィナ、St・ケンナシンス  
キ、クロトスキ等）、グロデッキは、世硲署寸に属する尚書官という見解を支持して  
いる。（この先解に立つ二省は、レレヴュル、Wt・アブラハム、T・ヴォイチェホスス  
キ、K・ポトカインスキ）。ティツは、パルゼルの見解に依「）ながら、グニュズノの  
大ii］教の尚書′打であり、また同時にボレスワフ・クシヴステイの尚書官でもあったと  
主張している。T．Tyc，ZbMnteu）．P．4752，  
7）［M］2Ad Thessalonicenses．38．“neque gratis panem manducavimus ab  
aliquo．”『テサロニケの信徒への手紙、二』三一八「また、だれからレバンをただで  
もらって食べたりはしませんでした。」  
8）［M］三連の十晋節トロイカイックの詩。  
9）［訳注］プレジアによるかレの文体研究によれば、この“quodsi”の用法は、1√典期  
のラテン語の用法であるとされるが、年代記全体の文体は、．上「典ラテンと非占典的一  
中世的なラテン語の混合体である、とされている。Plezia，Kronika Gallap．99，  
10）［訳注］パルゼルによれば、1三公のイナわを回民の歴史と同，・・祝するこの見地は、『匿  
名のグル年代記』の後に書かれたカドゥペックの年代記も踏梨Lている。0．Balzer，   
SJ乙ゆ〟椚0〟〝d′〟地上．t．1．p．214．  
11）［P］この叙述から、以下のことが引き出される。すなわち、ポーランドにおける若  
干の人々（もちろん聖職者）は年代記作者の生活様式に関Lて疑義をさLはさみ、作  
者の生i・封まあまりに1杜俗的なものと批判した。  
12）［訳注］プレジ7によれば、この年代記は、神学的・聖書学的博識に欠けている。ウ  
ルグー1タを典拠とする箇所は一ソ（筒所に及び、聖書の物語へのi手及も弟丁見られる  
が、Lかしそれらは初歩的なi）のにすぎない。P】ezia，Kronika Galla，P．127．  
13）［M］Sallust，ノおIlum Catil［nae．533“gloriabelliGa1losanteRomanosfuisse”  
サルステイウス『カティリナ戦記』七三三「ガリア人の戦争の栄光は、ロ→マノしに  
勝っていた。」  
14）［M］vergil，Geo7gic52471．“1ustraferarum”，Vergil，Aeneidlll646，t－deserta  
ferarumlustradomosque：．ヴュルギリウス『ゲオルギコン』ニー四七pL一「獣の巣」、  
ヴュルギリウス『アエネイス』三穴四六「獣達の佗Lいねぐらや住処」。  
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15）［P］ベルガモンーー…トロイにおける城（クラコフのバベル城の如〈）。  
16）［p］ヘクトルとプリアモストロヤの＝仁プリアモスとその息子ヘクトルは、ト  
ロヤ伝説の小に登場する最も重安な人物に属する。  
17）［p］アンチオケアーー－おそらく、作署は、紀ソし誹f三世と二世の交りに君臨Lたシ  
リア土、アンチオキアニ三世を念頭においているのであろう。  
18）［M］この記述は、ユステイヌスから探られたむのである。  
19）［M］Sallust．Bellum Cbl［［in（Ze，596．“ea commemorando mi1ittlm animos  
accendebat：’サ）Lステイウて『カティりナ峨記JTL九六「二れに言及することに  
よって、騎1二の心を引き立てた。」  
2（”［M］Mattheus，2221．hredditeergo quae sunt CaesarisCaesariet quae sunt  
DeiDeo”『マタイによる栴昔i別 二ニ∴一「では、皇帝のi，のは皇帝に、神のL  
のは神に返Lなさい。」  
21）［t）］クレオパトラ組加iiJ一世紀のエジプトの女」三。作帯はカルタゴの神話上  
の女二】ミディドナと混同Lている。  
22）［p］“nataralissivefeminaeprobitos”「身にそなわった徳、すなわちkの徳」   
「徳」“z；1CnO喜e”（“probitas”）は我が咋代記の中心的な道徳観念のR一つである。  
男の徳（騎十の徳）は、勇気、京前の良さ、敬優であり、女の徳は、分別、貞節、慈  
愛である。男の徳の典巧一！はボレスワフ・フロブリのそれであり、kの徳はフロブリの  
妻のそれである。  
23）［P］アクナウムの海矧こjういてローマ軍に敗れたクレオパトラは、彼らに降ること  
を望ほず、身を毒まむLに仔ねじ1  
24）［P］“occasio meecuiuslibet vanitatis”「私の中に生じるかt，Lれない虚栄心」  
作者・は、H分の振舞が批難を呼び烏こLていることを【1′迂している。  
25）［p］“consilioquorundam”「誰かの唆LJq年代記作者は、官娃内に敵を持っ  
ていた。彼らは作者が望んでいた報酬の下賜を取りやめるように画策Lていた。  
エピローグの始まり（1）  
称賛、名誉、権力、有徳、栄光は神に（コ）、  
ポモジャ人は、神の力の下に（3）、  
平安と勝利は、凱旋の君ボレスワ7に（4）。  
五  我等、万物をイエス・キリストの栄光に捧げん。  
キリスト、あまねく全ての世界を己の知恵によりて統べたまう  
もののふ     そは、人の力も武，上の力も成L得ぎりしことなり。  
ボレスワフ、かつて古き城を包囲せしことあり。  
β   
『鮭名のグル年代記』第三巻（制訳と注釈）［第1章から第12云モまで］  
かまえ  
かの城は、その兵も、その武具も、その地勢も、堅く、鉄壁の情なりき。  
しかして、かの城、ボレスワフを脅かす災いの種となりぬ。  
ボレスワフに包囲されたる者達を肋けんと、ポモジャ人、  
油断したる攻め手を討たんと急ぎしが、  
期待は裏切られ、虚しき敗走を余儀なくされたり。   
かち 兵は皆、徒のままにて、薄暗き間道を通り、  
騎士達は、駕．E引こ逃亡の望みを措かず、  
秘かに誰も知らぬ小道を抜けて姿を現せー）（5）。  
ボレスワフ公、甲田を纏って、わずかの手勢を率い、  
宮中伯スカルビミルもー一隊を引き連れて、  
七百余名、三万の敵兵と打ち合えり。  
すでに前夜に斥候を放ち、  
来るべき老等、現われたるを知りて、  
そこ、かしこと兵を配し、伏兵の計を採れり。  
敵方も身を屈め、闘いの構えを整えたり。  
四方八方に、針鼠の如く槍を突き立て、  
隊を組んで進まず（6）、円陣のままに不動たり。  
ボレスワフ公、機を見るに敏なり、  
先見の明もて、兵を回らし、敵を取り囲めり。  
ああ、勇ましき、戟好きの君よ、替を求める君よ。  
スカルビミル、反対の側から敵陣の中火を貰ぬきて、  
味方を激しき戦場へと叱咤して、  
「ポモジャ人よ、これ程の剣、見しことなからん」と叫びたり。  
さらにまた何をか語るべき、  
556   
9  
555  〟∴Am巌   
ポモジャ人、戟に背を向けて逃げ去せり、  
かかる殺教はかつてなかI）しものなれば。  
かくてボレスワフ、七つの城を千に人れたり。  
我等にこの戦勝をもたらせし神と聖ラウレンティウスを称えん（7）、  
ひじり  
この聖の祭rlに戦がなされしゆえに。  
ひじり  
かくて、この地に、聖に相応しき御堂を建てん（8）。  
ボレスワフ、輝しき勝利の後に、  
皇帝との平和と友好の盟約を結びたり。  
また兄弟に相応しき和解の絆が結ばれることとなりぬ。  
わ＝  
しかるに、皇帝、いかなる【月ありて、公然とポーランドに赴きしが9）。  
いか程の慢心を抱きて、いか程の力もてこの王国に攻め入りしか。  
はたまた誰を捨て、誰を挙げんと、すでに心に定めしか。  
すでにこは、よく知られたることなり。  
さあれど、神の御心に適う力や謀は、何程のことをなしえよう。  
げに、神の御心なくして中丁事もなされず、  
苛の菓一枚もそよぐことなし（10）。  
神、欲したまわば、LLl脈を谷へと変えたまうべし。  
ボレスワフ、大公たり（11）。大いなる君として王国を治めたまいて、  
荒々しき獅子の如く、戦に立ち向い、  
抗う者は打ち破られ、飛ぶが如1く逃げ惑う。  
ボヘミア人よ、汝等、何故に首を傾けるをためらうや。  
汝の∃三、自らボレスワフに服すると知れば、  
汝らもまた力で抗う能わぎるをさとらん（12）（，  
か〈の如き公に、敢えて戦を交えんとする敵はなく、  
また自ら、この公に匹敵する者と公言する者もなし。  
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さらにまた、彼とともに平和を楽しむを喜ばぎる隣国はなし。  
敵には恐るべき勝利者として現われながら、  
すべての者に惜しみなく施す者という名誉を持ち、  
ハンガリア］三をその地位に保たしめたは、  
まさにボレスワフその人なり。   
さあれど、今はボレスワフの成し遂げた事どもを詳しく述べる時にあらず0  
そはすべて鎖と牢獄が知るところなれば。  
我等は、ただ欺きのためでなく、称賛のためにこのノ」、品をボレスワフに捧  
げたてまつる。  
EXPLICIT EPISTOLA  
INCIPIT EPILOGUS  
Deoverolausethonor，regnum，virtus，gloria  
Pomorania subiugatur cuius sub potentia 
Bolezlauo triumphanti salus et victoria 
AdhonoremIhesuChristireferamusomnia，  
Quigubernattotum mundumsuasapiencia．  
Nonhec fecitvishumana sednequemilitia．  
Bolezlaus obsidebat castrum antiqulSSimum，  
Viris，armis（et）naturesitumunitissimum  
EtaddampnumsuiregnlPericulosissimum．  
Pomorani venientes obsessis succurrere 
Inincautosobsessoresproperantirruere，  
Sedinani，Spedecepti，SuntaCticorruere．  
Peropacadeviandocunctiferepedites，  
Fugiendinespem ponantincaballis milites，  
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Ex occulto perlgnOtOSemerSere tramites．  
Bolezlaus dux arrnatuSCum pauCis militibus，  
Scal-himirus palatinus cum collateralibus 
Septlngenticonflixerecum XXX milibus．  
Namquenocteprecedentefecerantexcubias  
Et audito，quOdvenirent，miserantinsidias．  
Sichabebat dux transmissashuc etilluccopias．  
Illivero recurvatiordinaruntprelium，  
HastissuiscircumquaqueplectenteseI－icium  
Necproceduntcatervatim，Sedstantpercyrcinnium．  
Bolezlaus dux de tali causa satis callidus 
Transglrandovertiteosusquequaqueprovidus，  
Ut vir audax bellicosusatquelaudisavidus．  
Scarbimirus ex adverso se confert in medios 
Et hortaturetconfortatadpugnandunsocios．  
Tales，1nquit，Pomorani，nOn SenSistisgladios．  
Sedquid plura？Tergavertunt Pomoraniprelio，  
Nequefuitsuperillostantacedesalio，  
Septem castra conquisivit dux debellipremio．  
In hiisergo collaudemusDeumet Laurencium，  
Die cuius sacrosancto factum est hoc prelium．  
Indesibifiatibidignum edificium．  
Tam preclara Bolezlauidescripta victoria，  
Assignetur cum augusto pax et amicitia，  
Confirmetur，Sicut decet，fraterna concordia．  
Qua decausa palam constatimperator venerat，  
／ニ）   
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Quanto fastu，quavirtute regnumhocintraverat，  
Quosdeponi，quOSprePOni，iamiam disposuerat，  
Sedquidvalet contra DeumvirtusveIconsilium，  
Sine cuiusnutunilfit，neC mOVetur folium，  
Quiconvertitinconvalles，Sivult，iuga montium．  
Bolezlauusstatin regno magnusdux et dominus  
Et paratusest adbellumsicutleocominus，  
Quiresistit，Superatur，Sednonfugit protinus．  
Bohemensesquidtardatiscolla vestra subdere，  
Cum cernatisipsum regem Bolezlauo cedere  
Et sciatisvos nonposseviribusreSistere．  
Nonest hostis tantoduci，COngrediquivaleat  
Etquiparem profiterisesepalam audeat，  
Nec vicinus，qし11CumeO depace nongaudeat．  
Naminhostes triumphatorexistitmirificus，  
Ergacunctoseumhonoredatorest munificus  
Vngarorum reX pereum COnSistit pacificus．  
Nonest tempus．quanta fecit，enarrandisingula，  
Quenoverunt，queSenSerunt CarCereSet Vincula，  
Nosadlaudes，nOn ad fraudes，damushecmunuscula  
l）［B］以下のテキストのオリジナルは卜し音節トロカイリクの詩の六○速から成って  
し、る。  
2）［M］ITim，117．“solideohonoretgloI・ia．り『テモテへの手紙一』一J七「唯  
一の神に、誉れと栄光が」Apocalypsis．712，“honor etvirtus et fortitudo r）eo  
nostro．り『ヨハネの黙ホ録』セーニ「替れ、力、威力がわたしたちの神にありま  
すように」。  
3）［M］Iudith．524“subiugatieruntsubiugopotentiaetuae．”『エディト記』五一  
二凶「汝の力の下に服するであろう。」（二の筒1和まU一合同訳聖書には欠けている。）  
4）［M］Apocalypsis．191“salusetgloriaetvirtusDeonosLr（）eSt．”『ヨノ＼ネの黙  
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ホ録』－一ノし・「放いと栄光と力とは、わたしたちの神のもの」し，   
5）［M］sallust，Bellz（mIl智ur［j7l／Lum．482．“per tramites occult（）S e）しerCitum  
Mete）1iantevenit．’’サルステイウス『ユグルタ戦記』Vq／ト∴「秘かなノト遣を迫っ  
てマテルスの軍勢に先んじる」t）   
6）［M］Sallust，Bellu′／lILql”tki｝lu〝Z，974．“IlOn aCjenequeullomoreproelised  
catervatim，‥．．in nostrosincurrunt．”サルステイウス Arユグ′レタ戦弧】）L七一L四  
「戦の憤しに従わなかったが、隊列を組んで、……我が甲に襲いかかったこ、」   
7）［M］Ecclesiasticus，511，“etCOnlaudaboteDeumsalvatoremmeum，”『シラ  
調正一一「ゎ たしの救いトである朴、あなたをほめたたえ」。   
8）［M］ここから、ナクウォの地に聖ラウレンチィウスの教会を建てることは、年代記  
作名の痛望であったことが推測される。T〉′C，Zわ官紀geH，，P・42．   
9）［t）］この連と次の連とは、ヘンリク丘11しのホ一一一ランド付人を描く第∴：章から第十人  
章までのl月番に関連している（〕ヘンリクの‖的の・つは、追放された共「称統治一肴ズピ  
グニュフの復帰であ1た。  
10）［M］Iob．1325“contrafolium，quOdventorapiturostendispc．tentiamtuam．  
『ヨブ軋＝て二、二丘「胤に散る・射二すら、汝の力をホす」（『ウルオータ』のテキ  
ストはこのとおりである。））  
11）［M］グロデッキによれば、一一○八年にズピグニュフか追放された暗から、ボレス  
ワ7は人公の名を称した。Grodecki，Pc）lska，j（j dzidel’kul［l（／tL．p．88．  
12）［p］儲二二巻弟仁七章から第∴二章に描かれる、ボレスワフによるボヘミア人との戦  
をホしている。   
第一章 ボレスワフ三世の功績について、第三巻が  
始まる  
ボレスワフ三世の、記憶に価する騎上グ）業は数え切れない程多〈あるが、  
中でも聖ラウレンティウスの祭F】に、いかなる事柄がポモジャ人の上に生じ  
たか、また皇帝の怒りがどのようにして抑えられたか（1）、さらに激し〈襲いか  
かるドイツ人に対して、人々がどのように抵抗したが1）、はとくに取り上げる  
べき事柄であろう。   
さて、ポーランドとポモジュの国境にナクウオという名の城塞があった（2）。  
その城案は、城を閃む沼沢と城の構えによって幣同であった。そこで戟好き  
の公は、その城を攻め取ろうとして、軍勢とともに陣を張り、武具と城攻め  
の機械を用いて激しく攻め立てた。城中の人々は、これ程多数の軍勢には抗  
しえないと考えたが、まだ味方の諸侯遠から援軍が剋l得できると思って、休  
戦を求め、特定の日を定めて、この日の後、援軍が自分達をもし助けに釆な  
ければ、敵の手に自分達と町とを引き渡すこととした。こうして彼らを攻撃  
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する側も休戦に同意したが、攻撃の準備を先に延ばすことはなかった。その  
間、城の使者達はポモジャ人の軍に到着し、敵側と結ばれた休戦の約束を告  
げた。その時、ポモジャ人は、使者達の言うことを聞いて非常に驚き、父祖  
伝来の地のために戦って死ぬことを（3）、あるいはまたポーランド人を討ち、勝  
利を手に入れることを誓った。そこで、彼らは、危険を平等にし、すべての  
者に大きな自信と勇気を与えるために、馬を棄て（4）、いかなる道もいかなる間  
道も通らず、獣の巣（5）と深い森を突っ切り、決められた日ではなく、聖ラウレ  
ンティウスの聖日に（6）、あたかも野ネズミが穴から出て〈るように、姿を現わ  
した。しかしながら、彼ら自身の言い伝えによれば、人の手ではな〈、神の  
手によって滅んだといわれている（7）。   
神は、その聖なる所にいまして栄光に輝けり．／（8）まさにその日は殉教者聖ラ  
ウレンティウスの尊き「lであった。そしてキリスト教徒の一団がミサの儀式  
えて／す  
が終って出てきたまさにその時、突然そこに夷人の軍勢が間近かに迫ってき  
た（9）。人々の政済に駆けつける殉教者ラウレンティウスよ（9）、今キリスト教徒  
は何をなすべきか。どこに赴くべきか。敵の軍勢が不意に襲いかかったので、  
戦に備える暇もなく、味方の数はわずかで、敵は多く、逃亡は遅々として、  
しかもボレスワフの好むところではない。殉教者（10）ラウレンティウスよ、荒  
れ狂う民からその力を奪いたまえ．／（10）その時、味方の軍勢は、いかに多くと  
も二部隊しかいなかった（11）。そのうちの一部隊は果敢なボレスワフが率い、  
他の部隊は旗手スカルビミルが率いていた。というのはその他の大勢の兵士  
達のうち、ある者は馬の飼料を捜し、他の老は食糧を求め、また他の者は、  
追や間道や敵の来襲の見張りをしていたからである。そこで疲れを知らぬボ  
レスワフは、間髪を入れず部隊を引き連れ、次のような言葉で兵士達を励ま  
した。   
「いまだ破れたことのない若者達よ．／諸君の勇気、降り懸る危険な脅威、  
父祖伝来の地への愛情こそ、我が言葉よりも強く諸君を励ますであろう。今  
日、神の御意みと聖ラウレンティウスの御請原則こよって、ポモジャ人の偶像  
崇拝と彼らの騎士の倣慢は、諸君達の剣によって打ち砕かれるであろう。」そ  
してこれ以上一言も党せず（12）、敵の回りを旋回しはじめた。というのは、彼  
らは自分の槍を地面に打ち込み、その穂先を敵に向け（13）、同時に自らは密集  
陣形をとったので（13） 、誰も策なしに力づくで彼らの中に押し入ることはでき  
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なかったからである。実際、彼らは、前に述べたようにほとんどすべて徒で、  
戦のし方もキリスト教徒の慣習に従ったものではなく、羊をねらう狼のよう  
に、地に膝をつけて身を加めていた。休むことを知らないボレスワフが、敵  
を引きつけつつ、その周囲を、疾走しているというよりもむしろ飛び回って  
いるようにみえたその時、スカルビミルが反対の側から敵陣に突き入る場所  
えびすびと  
を見い出し、最も密集した陣形に間髪を入れずに押し入った。こうして夷人  
は、打ち込まれ、包囲されたので、はじめのうちは激しく抵抗していたが、  
結局、敗走せぎるを得なくなったのである（14）。事実、その地においては、キ  
リスト教徒の側にも若二「一の勇敢な騎士達が倒れたが、異教徒達においては、  
三〟人のうち、やっと－一方人だけが逃げ去ることができただけである（15）。私  
は繁っていうが、この殺数は、神の業であー）聖ラウレンティウス（15）の懇請に  
よって遂行されたものである。その場に屑－あわせた人々はすべて、千人にも  
満たない－一握りの騎士達がどのようにして、またたく間にこの虐殺を行った  
かを見て、驚嘆した。ボモジャ八白身が正確にその数を数えたといわれてい  
るが、それによると、倒れた老の数は二万七千人といわれている。また沼地  
に入った者は、そこから一人も抜け出すことができなかった。他方、城塞の  
者達は、希望がすべて砕かれ、また他のところからも誰からも援軍を期待す  
ることができないことを悟って、命とひきかえに町を引き渡した。他の六つ  
の砦の者達もそれを聞いて、同様の決定を下し、自分達の身柄と砦とを引き  
渡した（16）。  
INCIPITIIILIBER DE GESTIS  
BOLESLAUIIII  
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Multis et innumerabilibus Bolezlauiterciigestis militaribus  
memorandis；intitulandum preclpue∴qualiter sanctiLaurentij die：  
COntlgerit Pomoranis，：utPOte repreSSa Sitira cesaris；et utinpetuosis  
ObstitumfueritAlemannis∴QuoddamnamquecastrumnomineNakelin  
confinio Polonie ac Pomoranie paludibus et opere firrnum COnStat，；ad  
quodcapiendumduxbelligercumexercitusuosedens，armisetmachinis  
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1aborabat．；§Cumque oppidaninonposse tante multitudiniresistere se  
Vidissent；et cum tamen a suis auxilium prlnCipibus expectassent，；in－  
ducias quesierunt，；diemque certumindiderunt，；infra quem，Sisuieos  
noniuvarent，；in potestatem hostium et oppidumet se darent．：Inducie  
quidem eos assultandiconceduntur，；sed apparatus tamen expugnalldi  
minimedifferuntur．：§1nterim oppidanorum nuntiiPolllOranOrum eXer－  
Citum convenerunt，；elSque paCtionem suorum factam cum hostibus  
retulerunt．；Tuncvero Pomorani，；auditalegacione stupefacti，：coniur－  
antinsimulpropatriavelsemori，：velvictoriamdePolonisadipisci．‡§  
Dimissisigitur equis，ut adequato periculo fiducia cunctis et audacia  
maioresset，；nullam viam velsemitamgradientes，！sed ferarumlustra  
COndensaque silvarumirrumpentes，‡nonin die statuto，…sedin sancti  
Laurentijsacrosancto，；quasisericesdelatibulisemerserunt∴indicioque  
SuOnOnhumana，；sedmanudivina，perierunt．；GloriosusDeusinsanctis  
Suis；VenerabiliseniITldiessanctiLaurentij martirisexistebat；etinilla  
hora christianorum concio demissarum sollempniis exiebat，；et ecce  
Subitobarbarorumexercitusibicominusimminebat．：MartirLaurenti，：  
populosuccurremerenti∴Quidnuncfaciant christiani，三quosevertant．  
；Exercitus hostiuminprovisus，；acies ordinandinon est tempus，三ipsi  
pauci，；hostes multi，；fuga tarda，numquam Placita Bolezlauo．Martir  
Laurenti，…populovimto】】efurenti．：§Igiturmilitibusquotquoterantin  
duobus tantum agminibus ordinatis，；alterum agmen rexitipse belliger  
Bolezlauus，：alterum vero eius signifer ScarbimiruS．；Nam cetere  
multitudinis aliipabulum equorum，aliivictualia queritabant，；aliivero  
vias et tramites et adventum hostium observabant．：Nec mora BolezL  
lauusinpigereducit agmina，Sicverbispaucissimiscommonendo．Vestra  
probitas三etinlminentispericulinecessitas，；amorquepatriemagisquam  
OraCio mea，VOSinvictissimiiuvenes，eXhortentur，Hodie，Deo favente∴  
SanCtOqueLaurenciodeprecante，；Pornoranorumydolatria；acmi1itaris  
Superbia vestris ensibus conteretur．Nec pluralocutusCepit hostesin  
Circuitu transgirarc，三qula Sicin terra hastas suas versis cuspidibusin  
hostesaffixerant，；sesequesimulconstipaverant，；quodnulluspoteratad  
eosvirtutenisicumingeniopenetrare．：Erantenim，utdictumestsuper－  
ius，pedites fere cuncti，；nec ad prelium more christianorum ordinati，；  
Sedsicutlupiinsidiantesovibusinterrampoplitibusrecurvati．；Dtlmque  
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maglSlnPlgerBolezlauuscircumquaquevolitarevideretur，quamCurrere．  
；transversisin eum hostibus，Scarbimirusintrandilocuminveniens ex  
adverso，nOn differtin cuneos diutius confertissimos penetrare∴  
Penetratisitaque barbaris ac vallatis，aCriterlnprlmis resistunt，；sed  
COaCtitandem fugam petunt．；De christianisibiquidam probimilites  
Cadunt，…paganorumverodetrigintamilibusdecemmiliavixevadunt．：  
TestorDeumopeCuiussanctumqueLaurentium，；prececuiusfactafuerit  
ista cedes．；Ammirabantur，：quladerant，quOmOdo tam subito a  
militibusminusmilleperactafuerittantastrages．三§Dicunturenimipsi  
Pomoranicertonumerocomputasse；desuisibiXXVIImi1iacorruisse，；  
quiinpaludibusinteressent，：IleCilliquidem sic evadere potuissent．；§  
Oppidaniverovidentessetotamspemamisisse，；necauxiliumaliundevel  
a quolibet expeCtare，；civitatem vita donata reddiderunt．；§Audientes  
autem hec de sex aliis castellis oppidaniconsiliumitideminierunt，；se  
ipsos videlicet municionesque tradiderunt. i 
1）［訳注］プレi｝7によれば“repressasitiracesarisetutinpetuosisobstitumノおerit  
Alemannis”の文章における“esse”の二通りの用法は（sit，fuerit．）．二年代記作者の  
文体の、L＝町ラテンと〔」鈍期ラテンの混在をホしている。とくに受動態、完了のこの  
形式“obstitumfuerit”は、白地期ラテンによく兄られる形式の継承であるという。  
Plezia，Cα〟〟，P．92．   
2）［P］ナクウォNakわ。ノテツ川附いの今日のナクウォ。ナクウォをめぐる戟は、  
すでにウァテクスワフ・ヘルマンの時代、・○ノL－一年にキfわれた。   
3）［M］Horatius，Cbrmen，TTl．213．”du］ceetdecorumestpropatriamori”ホラ  
ティウス『歌』第三巻ニー三「父祖の地のために死ぬことは、快き、美しきこと。」   
4）［M］sallust，BelhL77）Catillnae，591．“Deinremotisomniumequjs，quOmi1itibus  
exaequatopericuloarlimusamklioresset，”サルステイウス『カティ1）ナ戦記』j工  
九一「それから、兵上達の危険を等L〈し、二れによって彼らの勇気をより大きく  
射りたてるために、すべての馬を過ぎけ」。Caesar，deBello Gallico，ト25．“remotis  
equis，utaequatOOmniumpericu）（）SPemfugaetolleret．”カエサル『ガリア戦記』  
一巻－∴五「すべての昔の危険を等しくし、逃亡の希望を取り除くために、馬を遠ぎ  
け」。   
5）［．細注］第‘ニニ巷の口頭の一紙の注（14）を参軋   
6）［P］一…○九年八ノ】トトJ。   
7）［M］Terentius，Eunuchus，V723．’‥‘Egonlet meOindicio．quasisorex hodie  
perii’’テレンティウス帖剛jL巻上ーニ三「私自身が、私の巾し立てによって、野  
ネズミのように′今L1倒れた。」   
8）［M］Psalm6736“mirabilisDeusinsanctissuis、”『詩編』六七（『合「茹沢』八  
八）三六「神よ、あなたは聖帆こいまし、恐るべき〟」。  
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9ト9）［p］レオ詩体のへクサメトロの言‡。  
10）［M］レオ，詩体。Lucanus，DeBell（）CtL）ZPliH249．“Anplacuitducibusscelerum  
populiquefurentis．’’ル7）－ノス『内乱』第二巻二川ノL r犯罪の頭「］や狂った民衆  
の首領の味んとなったのか。」  
11）［訳注］グンプロヴィッナは、兵」二の数をL00人と推定している。Gし1mplowicz，ゐ7′  
G矧戎．Pr）んヲ乃∫．P．75．  
12）［M］Lucanus，DeBello CiL）t［t．1I．490“Necpluralocutus”ルカーノス『内乱』  
第二巻四ノLO「これ以上一言も究せず」。Vergi】ius，Ameid，VII599．XI461．“nec   
pluralocutus．”ヴュノレギリウス 町アユネイス』第七巻jf＿）L九、第卜・巻PLI六一「こ  
れ以上一占も発せず」。  
13）［M］Verbjlius，Aenei｛／，I81．”conversacuspidemontemimpulitin］atus．”ヴュ  
ルギリウス『アユネイス』第一巻八一「恰の穂先をめぐらして、山の側面を打った。」  
14）［M］Ann．s．Crucis ue／．（M．11II．t．IT p．773）“1109tel・tias Boleslausaput  
Nackelvicit Porneranos．”『聖1－′ナニ架年報」l「・－LO九1Il、ボレスワフニrlH：は、ナ   
クウォ近くでポモジャ人を打ち破った。」  
15卜15）［M］十五苦節トロカイックの．iJニ。  
16）［訳注］グンプロヴ仁ソナは、二の六つの砦のp汽を挙げている。Uj三cie，Vandsburg，   
Raciq2，Zieten，Wissek，f）rochy．Gumplowicz，Zur Gesch．n）lens，P．7576．  
第二章 ボレスワフへの皇帝の手紙   
これらの事柄が行われていた時、まだローマで戴冠していなかったが、二  
年後には帝冠を戴くはずであった皇帝ハインリヒ四世ば1）、強大な軍勢を率い  
てポーランドに侵入しようとした時（2）、前もってボレスワフに、使者を派遣し  
て、以下のような言葉を伝えた。「敵であれ、またとI）わけ自分の臣Fであれ（3）、  
その者が臣従の意志を表しようとする時に、彼に和平を告げずにその国境を  
犯すこと、またその老が己の身を守らんとして反抗する場合に、彼に戦の用  
意をさせずに敵意を抱いてその者の国境を越えること、これらのことは皇帝  
に相応しくなく、またローマ法によっても禁じられていることである。それ  
ゆえ汝は、汝の兄に田の半分を与えて彼を′受け入れ（4）、さらに我がもとに毎年  
七  
二百マルクの京納金を、もしくはそれと同数の騎士を出征時に差し出すか、 円  
それとも汝が欲するならば、我と刀でポーランドを分割するか、そのどちら  
かを選ぶべし。」   
北の公（5）ボレスワフは、これに芥えていう。「汝が我等の金やポーランドの  
騎士を貴納として要求したとしても、もし我等が我等の自由を守らなければ、  
J9   
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我等は男でなく女と見なされるであろう。謀反を好む人物を受け入れること  
も、彼とともに一つの王国を分割統治することも、我が臣民の一致：した勧め  
と我自らの自由意志の決定がなければ、いかなる権プ」も私にこれらのことを  
強制することはできないであろう。しかしながら、もし汝が荒々しい力を用  
いるのではなく、誠の心をもってローマ教会を助けるために金銭や騎士を求  
めるならば、汝は、おそらく汝の祖父が我等の祖父達のもとに見い出したも  
のに勝るとも劣らない技助と助言（6）を我等のもとに見い出すことであろう。」  
ゆえに誰を脅かさんとするやを心せよ、  
しかして汝、戦を望まば、そを見い什．さん（7）。  
（2）EPISTOLAIMPERATORIS ADa  
BOLEZLAUM（1）  
Dum hec aguntur，HenricusimperatorIII，；Romenondumcoronatus．  
三secundo quidem annocoronandus，；cum verbishuiuscemodiBolezlauo   
legationempremisit．cumexercituviolentiPoloniaminvasurus，dicens．§   
IndignumestenimimperatorilegibusqueRomanisinhibitumfineshostis  
presertimquesuimi1itispriushostiliterintroire，：quameumSCiscitaride  
pace，Sivoluerit obedire，；velde bello，Siresisterit，ut Se Valeat  
Premunire∴Quapropterautoportettefratremtuuminregnimedietatem  
recipere，；mihiquelCCCmarcasannuatimtributarias，Veltotidemmi1ites   
in expedicionem dare，；velmecum，Sivales，enSe Polonorum regnum  
dividere．；AdhecBolezlauus，duxseptentrionalis，reSPOndit：Sipecuniam  
nostrarmVelPolonosmilitesprotributorequirlS，；silibertatemnostram  
non defendimus，prO feminisnos habeas，nOn prOviris．；Hominem vero  
Seditiosumreclpere，；velunicumcumeoregnumdividere，；nonmecoget  
二 ulliusviolenciapotestatis，三nisimeorumcommuneconsiliumetarbitrium  
妄 mee proprie voluntatis．：Quodsibonitate，nOn ferocitate pecuniam vel  
militesin auxiliurn Romane ecclesie postulasses，‡nonminus auxiliivel  
consiliiforsan apud nos，quam tuiantecessores apud nostrosimpetrares  
Ergo provideas，Cuiminaris，  
Belluminvenies，Sibellaris  
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1）［P］ハインリヒ出世（ロ→マ皇帝と」て。ドイツ⊥としてはハインリヒ五世の名で   
知られている。ポーランド語の呼び名としてはヘンリク阿世である。）。イ已付二は一一○   
六年から一一二五年まで。皇帝戴冠は一－－一一年四‖十一日ノ＼ンダリアへの攻撃は   
一一－○八年の九月に行われた。  
2）［P］この戦のもっとも新しい研究は、K．Malecz），n’ski，l柏jna♪oIskor   
llO9r．Katowice－Wroctaw1946．  
3）［M］これらの言葉∵Suirn冊is”から、ボレスワフ・クシヴウステイは、ガルの見   
解においては、皇稀り、インリソヒの封臣の地樟：に置かれていたとされる。  
4）［P］“fratremtuum”「汝の兄を」～ズピグニュフを指す。  
5）［p］年代記の作署が第二巻第二九草以卜において川いたボレスワフ・クシヴウステ  
イの呼び名「）  
6）［pl「援助と助言」t’auxiIitlmetCOnSjlium”のイす与は、上川iの基本的な義務に属  
していた。グルの埋解においては、クシヴウステイは、．曜論上は、皇軒の†rl分に対す  
る封建的L位権をホ認してはいなし、が、実際卜は、ポーランドの内政問踵に対する皇   
帝のいかなる丁渉も認めていない。  
7）［M］二連の十汀節イアンボスの詩。  
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この応えを闘いて、皇帝は′肯軌を逸する程の怒りにとらわれた。そしてあ  
る企てを心に抱き、その企ての示す道を歩みはじめた。しかしそれは、自分  
にとっても、また自分の味方にとっても、極めて大きな罰を受けることなし  
には出ることも戻ることもできない程の遺であった。ズピグニュフもまた、  
こうして怒りに燃えた皇帝をさらに煽ー）立て、皇帝に反抗するのはわずかな  
ポーランド人だけだと請け負った。さらにまた、略奪と窃盗によって生活す  
ることに慣れたボヘミア人も（1）、皇帝に向って、自分達はポーランドの森に通  
じる道や間道に精通していると言い触らして、ポーランドに侵入するように  
唆した。こうして皇帝は、このような誘いと助言とによって、ポーランド征  
服の希望を抱き（2）、軍をポーランドに進めたが（3）、ビトムの町に到着した暗、  
皇帝はあらゆる点において幻滅を味った。実際、皇帝は、ビトムの砦が非常  
に強固な武器と防壁を備えているのを見て怒りを発し、憤りの言葉をもって  
ズピグニュフの方を振り返り、言った。「ズピグニュフよ、ポーランド人が汝  
を君主として認めるのはこのような態度によってか、これが、弟を棄て、汝  
に上る統治を求めている者の態度なのか」。皇帝が、防備においても地勢にお  
2j  
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いても柴を囲む棚においても強固で、■上j領しがたいビトムの柴を、隊を整え  
て迂回しようとした時、皇帝の軍勢のしいの高名な騎士達が数名、ポーランド  
において自分達の騎二Lの技量を認めさせ、またポーランド人の力と勇気を試  
そうとして、向きを変えて柴の方に駆け寄った。それに対して、柴の者達は、  
城門を開き、プノを抜いて出陣し、種々さまぎまの部族からなる大軍勢にも、  
ドイツ軍の突撃にも（5）、また皇帝そのものの存在にも怯まず、勇敢に、また大  
胆に、先を争って抗戦した。皇帝は、武具を身に付けぬ老が盾持ち共に対し  
て、また盾持ち兵がIl肖の共に対して、抜身の刀だけをふり1∴げて闘いを挑  
み、まるで宴会に赴くように戦場に嬉々として急ぐのを見で6）、名状しがたい  
程に驚嘆した。その時、皇帝は自分の騎上達の慢心に慣りを覚えながらも、  
攣兵と弓兵をそこに送り、柴の兵士通がこれによって後退し、城の中に舞い  
戻るように圧力を加えた。しかしながらポーランド 兵は、四方から飛んで来  
る弾や矢を雪や雨の滴のように扱った。その時その場ではじめて皇帝は、ポ  
ーランド人の大胆さを知ったのである。実際、上之帝はl’1分の兵士達のすべて  
を無傷なままに呼び戻すことはできなかった。しかし今しばらくは、皇帝が  
ポーーランドの森をさまようことを許しておこう。そして我々としては、火を  
吐〈ポモジュの竜（7）に話をもどすことにしよう。  
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Exquaresponsionecesarpernimiumadiracundiamprovocatus，；talia  
menteconcipit，；talemqueviamincipit∴undenonexibit，；nequeredibit，  
；nisiseipso suoque dampno quam maximo castigatus．；§ Zbigneus  
quoque cesaremiratum ex hoclllulto magisincitabat，；quia paucosde  
I）olonissibiresisterepromittebat∴InsuperetiamBohemi，；viverepredis  
etraplnisassueti，；cesarem Poloniamintrareanimabant，；quiasescire  
vias et tramites per silvas Polonieiactitabant．；§ Cesar ergo talibus  
monitis et consiliis superandiPoloniamin spem ductus，三ingrediens，；  
Bytomqueperveniens∴inhiis omnibus estseductus．；Namquecastrum  
Bytom sic armatum；sICque munitum；aspexit．：quOd Zbigneumiratus  
Cum Verbisindignacionis respexit．：Zbigneue，CeSarinquit，Sic te Poloni  
prodomino recognoscunt；sicfratremrelinqueretuumquedominiumsic  
deposcunt∴§ Cumque castrum Bytom municione situque nature；et  
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aquarum circuicioneinexpugnabile；cum aciebus ordinatis preterire  
VOluisset，quidam de suis famosimi1ites ad castrum declinaverunt，  
VOlentesin Polonia suam miliciam comprobari，；viresque Polonorum et  
audaciam experiri．；§At contra castellaniportis apertis et extractis  
ensibus exierunt，；nec multitudinem tam diversarum gentium，；nec  
impetum Alemannorum，‡nec presentiam cesaris metuentes，；sedin  
frontibuseisaudacteracviriliterresistentes．‡§Quodconsideransimper－  
ator，Vehementerestmiratushominesscilicetnudoscontraclipeatos，；vel  
Clipeatoscontraloricatos；nudis ensibus decertare；et tam alacriter ad  
pugnamveludadepulasproperare．；§Tuncquasisuorumpresumpcioni  
militumindignans，SuOS balistarios et sagittariosilluc misit，quOrum  
terrorecastellanisaltimsiccederent；etincastrumsesereclperent．；At  
Polonlpilavelsagittas，queundiquevolitabant，三quasinivemvelguttas  
pluvie computabant．；Ibivero cesar prlmum Polonorum audaciam  
COmprObavit，；quia suosindecunctosnonincolumesrevbcavit∴§Nunc  
autempaulispercesaremspatiarlperSilvasPoloniepermittamus，；donec  
draconem flammivomum de Pomorania reducamus．；  
1）［p］二の悪意に満ちた特徴づけは、年代記作肴がチェコ人に対して好意を持ってい  
ないことをホしている。第三巻仁章、第ニト章の同様の表現も参照。  
2）［M］sallust，BellumJ〟gurthinum．29′3“Iugurtha．．．．，inmaximamspem ad－   
ductus．”サルステイウス『ユグルタ戦記．州 ∴九三「ユグルタは、大いなる希望を  
抱きて」。  
3）［訳注］皇帝ハインリヒ（ヘンリク）五世のポーーランド遠征について、マレテンスキ   
は次のように描いている。）ヘンリクは、－・一0九年八月一「1、ほほ・九騎の騎・上を率  
いてエルフルトを発ち、占▲いドイツの街道に治ってクロスノに向う。その遠征に加わ  
った者烏、ザクセン、パパリア、フランコニア、ライン、ロタールの騎上であり、ま  
たチェコ公シフイエントポウクも途小から加わった。ヘンリクのこの東征の目的は、   
法土パスカリスニ世に対して、外征における勝利を示して、ローマでの自らのローマ  
皇帝としての戴冠を便利に運ぶという．ぐさこにあった。しかしその日論見は人きな壁につ  
きあたった。ヘンリクに対してボレスワフは、八什卜Hにナクウォの戦でポモジュ人  
を完膚なきまでに打ち破った後、ただちに共三了・を率いてオドラ川に急行し、へンリ  
クの軍勢と対峠したDへンりクは、ヴィエルコボルスカの森と沼地の案内役であった ○  
チェコ公シフイエントポウクの軍の遅力のため、八月の半までクロスノに滞／l三し、よ  
うやく八片∴四日にビトムを迫ってグローブフの城を攻囲した。しかし、ボレスワフ  
の軍勢の鋭い攻撃と九f】二卜一‖に生じたシフイエントポウクの突然の死、九月の寒  
さと打ち続く悪天候のために、ヴロツワ7を横に見て、リナンという所で軍の向きを  
変え、ドイツへと帰っていった。へンりクは結局ズピグニュ7とボレスワ7・クシヴ  
ウステイによるポーランド分割の計i由lを椒り下げ、シフイエントポウクの後のチェコ  
2プ   
〃∴Am扇  
公の地位を、クシヴウステイと友好l莫‖系にあるポジヴォイにリーえた。またボレスワフ・   
クシヴウステイに：要求していた貢納に閲しては、クシヴウステイが新たなる領二卜とL   
てポモジュを服征すれば、そのポモジ工だけから責納を求めるという条件でクシヴウ   
ステイと合意L7＝。Maleczy雨ki，BoleJ∫／aLt）Krgwous抄p．6673．  
また『コスマの年代記』第二巻第，一，t：草にこの遠征が次のように描かれている。“Eodem   
anno excel】entissimus rex tleinricus，memOrirae suae etindignationiscontra   
ducemI）oloniaen（）mine Bolezlaum．men10rpOllicitationisquampo】】icituserat   
COmPatrisuoZuatopluciuxtaurbemPossen，utisupraretulimus，iteragensper   
Saxoniam．duxit secunlBawaros simulet Alamanmosatque Francosorienta・   
1es，et eOS quisunt circa Renuminfra Agripinam CoIoniam usque ad ocr   
Cidentales suiimperiiterminos；neC defuerunt Saxones saxis rigidiores cun1   
longishastis．QuibusetiamBoemiisadiunctismenseseptembriintratPoloniarn，   
et circa primum eius oppidum Glogov disposita obsidione，devastat eam ex   
utraque parte fluminisOdrae，a Praedicto oppido usque ad castrum Recen，et   
iterumcunlmagnapraedareversusestadcastra，”「同じ年、卓越Lた」三ヘンリク  
は、ボレスワフという名のポー1ランド公に対するl‘i分の激しい怒りを覚えていて、ま   
た同盟者シフイエントポウクに約束した事納を想起して、前に述べたように、サクソ   
ニアを通過して、ポズナニの城塞まで兵を進めた。ヘンリクの軍勢は、パパリア人、   
アレマン人、束部フランク人、また、コロニア・アグリッパ近傍のラインから帝国の   
西の境にいたるまでの地域の人々を含むものてあった。また昆椋をもつ、岩より強固  
なサクソニア人も欠けていなかった。さらに彼らにチェコ人が加わって、九月に入っ   
てポーランドに攻め人l）、ポーランド人の最初の城塞ブローグフを包囲し、オドラ川  
の両岸を、このグローグフからリナンの城塞までの土地を荒廃させ、多くの戦利品を   
獲得して、【1分の陣に帰った。」  
4）［P］今「1のジュロナグーラ県のビトム（トシロンスク地プ」‾の）。  
5）［P］hjmpetusAlamannorum’1「アレマン人の突撃」－一冊覇におけるドイツ人の勇   
猛で執拗な闘いぶりは、Il■世においてよ〈知られていた。  
6）［M］Justjn，I．86，l■velutiadepulasnonadpreliumvenisset．”エステイヌス第   
一巻八六「戦いではなく、まるで宴会に赴いたように」。  
7）［p］■■dracoflammivomus”「火を旺〈龍」ボレスワフ・クシヴウステイ。第  
二巻第三九章参照。   
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／＼  
九  さて、疲れを知らぬボレスワフは、先に述べたポモジュの戦に勝利して、  
七つの柴を手に入れたが1）、皇帝がポーランドに攻め入ったという確かな知ら  
せを耳にした。しかし、人も馬も長い包開戦で疲れ、ある省は倒れ、ある老  
は傷つき、また他の老は傷ついた者とともに国に帰った。しかしボレスワフ  
2Lク   
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は戦うことのできる老を率いて突き進み、オドラ川（2）の渡河地一【‡と浅瀬にあら  
ゆる方法で防柵をほどこすように命じた。川の流れが乾いて渡ることが可能  
となった所とか、またおそらくひそかに住民が渡ろうとする場所はどこも、  
このようにして防柵がほどこされた。さらにボレスワフは勇敢な騎士の→隊  
をグローグフへと派遣し（3）、渡河地点を監視させが、彼らは、ボレスワフが川  
岸に到着して、皇帝の軍に対して全面的に勝利を収めるまで抵抗するか、あ  
るいは少くとも皇帝の軍を引き止めて提軍と助け手が到着するまで、皇帝の  
軍に抗戦する、という役割を荷うこととなった。他方、ボレスワフは、少数  
の軍勢を率いてグローグフから遠くないところに陣骨を置いたが、それは不  
思議なことではなかった。というのは、すでに非常に長い間、自分の兵士達  
を疲れさせていたからである。その地でボレスワフは、風聞を集め、使者の  
報告を聞いた。またその地で自分の軍勢の到着を待ち、その地から各地に斥  
候を派遣し、配下の役人を自分の国やルテニアやパンノニアへ送った（4）。  
（4）  
Igiturinplger Bo】ezlauusin Pomorania superato prelio supradicto，；  
Septemque CaStellis acquisitis，audito pro certo，；quod cesar Poloniam  
introisset，Virisetequisobsessionediutinafatigatis，；quibusdammilitum  
interemptis，：quibusdam etiam sauciatis，；aliisque domum cum eis  
dimissis．；cum quibus potuit equitavit三et obstruere transitus et vada  
fluminisOdre modisomnibuscommendavit．：Obstrusa suntitaqueloca  
quecumquepoterantvelsiccofluminetransvadari，；velsiquepoterantab  
ipsisincolis occulta forsitanattemptari．三Quosdam etiam probosmilites  
ad Glogowet ad fluministransitusobservandospremisit，quicesaritam  
diuresisterent，；doneclpSOSuCCurrenteSuperrlpamfluminisautomnino  
Victoriamobtinerent，autSaltim，eumibidetinendo，eXerCitumetauxilium  
expectarent・：Ibivero Bolezlauus，nOnlongeremotusaGlogow，Cum 六  
exercituparvostabat，；nequemirum，quiasuosdiutissirnefatigarat，：Ibi 八  
rumores etlegationes audiebat，：ibisuum exercitum expectabat，；inde  
exploratoreshucillucquetransmittebat，；indecamerariosprosuisetpro  
Rutheniset Pannonicisdelegabat．；  
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1）［M］－一一○几年八1」十［1ごろ、ポモジ工人に対する戟で勝利を収め、八月トム月ご  
ろ、ナクウォ以外の六つの砦を－1i領した。そこからビトムの土地へのボレスワフの行  
帯には、まったく援軍はなかったと思われる。  
2）［M］シロンスク地ノノを流れるオドラ川。  
3J［M］オトラ川に潜ったグローグフの昔与。  
4）［．沢柱］ボレスワフ・クシヴウステイが要請したルテニ7とハンガ’リアの援軍につい   
て、年代記作者は以下の文やでは全くパ及してしゝない。二の正については研究史卜、  
兄解が分れていて、グロデッキ、ザグジェフスキは援軍の存在を．L賑しているが、マ   
レナンスキは否定してし、るL7Grodecki．Dzie／en）／skiI，p．117，Zakrzewski，“Okres   
do∫C毎柏ヱJズ〃w．p．87．  
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さて、兵を進めていた皇帝は、川の浅瀬を探るために上流や下流に進路を  
転ずるのではなく、グローグフの町に近し－、誰も予想もしなかった場所を通  
って、一挙に川を押し渡った（り。誰も以白山二はそこを渡河地点だと予想してし－  
なかったので（2）、皇帝の軍勢は、－・人の抗戦にも会わず、密集隊列を組み、武  
器を手にしたまま川を渡ったのである。グローグフの町の人々は全く備えが  
なく、城内の着でこの場所について怪しむ者もなく、疑いの念すら抱く者も  
なかった。   
皇帝が川を渡ったのは、使徒聖バルトロメオの祭［】であった（3）。その時、町  
のすべての人々は、聖ミサの儀式に耳を傾けていた。それゆえ、皇帝が安全  
に、何の困難もなく川を押し渡り、多くの戦利品と捕虜を略奪し、さらに城  
塞の近くにあった天幕を手に入れることができたのも当然のことであろう。  
また城を守るために集まってきた者や、城の外の大幕に居残っていた者の多  
くは、皇帝によって城内に入ることを妨げられ、捕えられて、ある省は逃亡  
に救いを求め、自由になった（4）。逃げ失せた者のうちの一人がボレスワフに遭  
遇し、起ったすべての事柄を告げた。その時ボレスワフは、不安に戟〈兎の  
ようにすごすごと消え失せるのではなく、勇敢な騎十二として自分の兵士を励  
ました。「おお、強壮な騎士達よ、汝らは我とともに闘った戦と出征でさぞ閃  
億していることであろう。しかし今一度、ポーランドの自由のために生死を  
賭してくれたまえ（5）。もし彼の地グローグフで私が死んだとしても、それで祖  
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国の危難を終わらせることができると確信できるならば、このわずかな手勢  
を率いて喜んで皇帝との戦に向おうと思う。しかし、我等の兵士の一一人は、  
敵の‾百人以上に当たることになるから、慢心して彼の地に赴き、そこで倒れ  
るよりも、この地に残って抗戦した方がむしろ名誉なことではあるまいか。  
我等がここに残って、敵の通過を妨げるならば、すでにそれだけでも十分に  
勝利と見徹されるであろう。」こう言って、切り倒された木材で、側を流れる  
小川に防塞を築きはじめた。  
（5）   
Cesar autemiter faciens，nOn SurSum Sive deorsum vada temptando  
declinavit，；sediuxta civitatem Glogow cumimpetu perlocumines－  
timabilem，nullo priusibitransitumpresciente，：nulloquesibiresistente，  
；cum densis agminibus；et armatis，nOn preparatis civibus，；  
transvadavit，：peri］］umlocum numquam castellanis dubitantibus nec  
Sperantibus dubitandum．Erat enim sanctiBartholomeiapostolidies  
festus，quando cesar fluvium transiebat；et tunc totus civitatis populus  
divinumofficium audiebat．；Undeconstat，qulaSeCuruSet Sinepel・iculo  
pertransivit，；predamque multam et homines et etiam tentoria circa  
Oppidum acqulSivit．：Eorum quoque plurimi，quicastrum defendere  
Venerant；et extra castrumin tentoriis residebant，；a cesare castrum  
Suntintrare prohibiti，…quidamibisubito retenti，；quidam vero fuga  
Subvenienteliberati．：Quorum unus Bolezlauo fugiens obviavit，；qui  
CunCta，queCOntigerant，enarraVit．：TuncveroBolezlauusnonsicutlepus  
formidolosus evanuit，；sed suos sicut miles animosus ammonuit．；O  
fortissimimilites，1nquiens，in multis mecum bellis et expedicionibus  
fagitati，；nunc quoque mecum estoteprolibertate Polonie velmorivel  
Viverepreparati．；Egoquidemiamcumtamparvamanupreliumlibens  
COntraCeSareminirem，；sisciremprocerto，quOdetiamibimemoriente 六  
discrimenpatriediffinirem・；Sedquoniamadunumdenostrisrestantde 六  
hostibusplus quam centum，；hic esthonestius residendum，：quamilluc  
Cum pauCis eundo presumptuose moriendum．… Hic enim nobis  
residentibus，；elSque tranSitum prohibentibus，；satis pro victoria re－  
putabitur．Hec dixit；et rivulum，Super quem Stabat，arboribus cesis  
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Obstruere cepit，：  
1）［訳注］『コスマの年代記』第三巻第∴七草の記述（『カリレ年代記』第三巻第三章の  
注（3）［．沢注］を参照）√）   
2）［訳注］ダンプロヴィッチによれば、この浅瀬の箇所は、ズピグニュフ派のポーーラン  
ド人によ－「てドイツ人に漏らされた。Gunplowicz，Z〟r Gesch．Polens．p．77．   
3）［m′Ⅰ］一一○九年ノしJ】二PL川。   
上＝［m′Ⅰ］この叙述は、ボレスワフによって派兵され、城】畑こ入ることができなかった援  
軍をホ峻Lているように一思われる。   
5）［M］IMacchabeorm・435・“Paratisul－tautVivereautmorifortiter…”『マ  
カバイ記一』匹ト三／l．「′l・＿きるにせよ、死ぬにせよ、雄々し〈ふるまう覚悟上  
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その間、皇帝はグローグフの人々に、以下の条件を誓約して、彼らから人  
質を取った。すなわち五日の間に、町の人々がボレスワフの下に使者を送っ  
て和平かなんらかの協定を提起し、返答がもどってきた時には、和平の締結  
の成否にかかわらず、町の人々は自分の人質を取り戻すことができる、とい  
うものであった。このことは策略としてなされたことである（1）。すなわち、こ  
れによって皇帝は、誓約の下に人質を取ったのであるが、どちらにしても偽  
りの誓約をして町を接収することができると考えたからである。他方、グロ  
ーグフの町の人々は、これによって、しばしの間、老朽のために崩れた城壁  
の筒所を補修することができると考えて、人質を差し出した。  
（6）  
InterimverocesaraGlogouiensibusobsidestalicondicionesubiureiur，  
andorecepit，quOdsipacemvelaliquampaccioneminfraspatiumqulnque  
ノ＼  五 dierum missalegacione cives efficerent，；reddita responsione velpace  
COmpOSita；velprohibita，；civestamensuosobsidesrehaberent．；Ethoc  
utique peringenium factumfuit．：Ob hoc utique cesar obsidescumiur－  
amento recepit，；quia per eoscivitatem，1icet cum periurio．consequlSe  
reputavit．；ObhocetiamGlogouiensesillosobsidesposuerunt，；quialoca  
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Civitatisinterim vetustate consumpta munierunt∴  
1）［訳注］マレテンスキによれば、二の叙述はぃ憑性を欠くものである。なお、これと  
同じような協定についてはすでに第三巻の第一：訊こi了及されている。  
第七草   
しかしながらボレスワフは、使者からグローグフの町の人々が人質を差し  
出したことを聞いて激怒し、もし人質のために城を引き渡すならば、礫の刑  
にかけると町の人々に迫り、加えてこう言った。「町の人々もその人質も、降  
伏して不名誉な命をあがない、さらに異国の部族に奉仕することになるよー）  
も、祖国のために剣を取って倒れた方が、立派で名誉なことである。」   
町の人々は、このような返答を受けて、ボレスワフはこのような条件では  
和平を結ぶつもりはないと皇帝に告げ、約束に従って人質を返還するように  
要請した。これに対して皇帝は言った。「もし汝らが城を引き渡すならば、人  
質を拘留しないだろう。だがもし汝らが私に手向かうならば、汝らも人質も  
斬り殺すことになろう。」これに対して城内の人々は答えた。「もちろん汝は、  
誓約を破って人質を殺すこともできるであろう。しかしそうすれば、汝は、  
望んだものを決して手に入れることができなくなることを知るであろう。」  
（7）   
At Bolezlauusauditalegacionededatisobsidibusindignatus，；crucem  
Civibus，SlprOPterlpSOSCaStrum reddiderint，eStminatus，；adiciensesse  
meliusethonestiusetcivesetobsidesgladiopropatriamorituros，：quam  
factadedicionevitaminhonestamredimentes，alienisgentibusservituros． 二  
…Receptaresponsione，CivesBolezlauumpacemsicfierinollereferunt，；盃  
Obsidesque suos，Sicutiuraverant，requlrunt．…Ad hec cesar respondit：  
Obsidesquidem，Simihicastrumreddideritis，nOntenebo，；sedsirebelles  
fueritis，；et vos et obsidesiugulabo．；Econtra castellani．tu quidemin  
Obsidibuset periuriumpoterisethomicidium perpetrare，；sedperipsos，  
quod requiris，SCias tenullatenusimpetrare．；  
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これらの言葉を聞くと、皇帝は、「城攻めの道具を作れ、武器を取れ、隊を  
整えよ、柵で城を取り岡め、旗二Fにラッパを吹かせよ。」と命じ、鉄と火と城  
攻めの道具によって、あらゆる方面から町を攻めはじめた。それに対して、  
町の人々も、城門と櫓の下にそれぞれに分れて集まり、壁里を補強し、護り  
の道具を整え、右と水を城門と櫓の上に運ぶ。その時、皇帝は町の人々の気  
概を、彼らの息子達や友人達への愛情によって挫くことができると思って、  
町の人々の人質の小から氏素姓の立派な者と伯の息子達とを（1）、城攻めの櫓の  
上に縛りつけるように命じた（2）。皇帝は、そうすれば流血なしに町の門が開く  
だろうと思ったからである。しかし城の人々は、自分の息子や縁者に対して  
も、ボヘミア人やドイツ人に対する以上には心に懸けず、彼らを石や武器に  
よって城壁から退かせたのである。そこで皇帝は、このような策によっては  
町を－㌔領することはできないと考え、また謀によっては市民の決意を翻させ  
ることはできないと悟り、策略で達成できなかったものを武力によって手に  
入れようとした。そこであらゆる方向から城に突撃が加えられた。双方の陣  
から大きな喚声が上った。ドイツ人は城を攻め、ポーランド人はそれを守る。  
いたるところで投石機が巨才「を投げ飛ばし、努弓が騒しく音をたて、投げ槍  
や矢が空中を飛びかう。  
楯に穴が穿たれ、  
胸あてが突き破られ、  
兜が破け散り（3）、  
死んだ兵∵とが倒れ、傷ついた者が退き、その場所に新手が立ち現われる。  
ドイツ人が鉄の努を巻くと、ポーランド人は努に加えて投石機を巻き上げる。  
ドイツ人が矢を放つと、ポーランド人は矢とともに投げ槍を投げる。ドイツ  
人は努を、ポーランド人は杭の付いた石うすを巻き上げる。ドイツ人が丸太  
を獲いにして城壁に近づこうとすると、ポーランド人は燃え上った薪や煮え  
たぎった湯を彼らに浴びせる。ドイツ人が塔の下で鉄の破城槌を打ちおろそ  
．－′り   
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うとすると、ポーランド人は晃状の鉄輪を上から繰り出す。ドイツ人が高く  
のばした梯子で上に登っていくと、ポーランド人は鉄の鈎で彼らを引っかけ  
て空中に持ち上げる（4）。  
（8）   
Hiis dictis cesarinstrumenta fieri，；arma capi，；leglOneS dividi，；  
Civitatemvallari，；signiferos（prefici），；tubiscanere precepit；et urbem  
undiqueferroflamma，maChinisexpugnarecepit．；Econtracivesseipsos  
Per POrtaS et turreS dividunt，；propugnacula muniunt，；instrumenta  
Parant，；1apides et aquam super portas et turres comportant．；§Tunc  
imperatorciviumanimospletatefiliorumetamicorumexistimansposse  
flecti，；precepitnobilioresexobsidibusipsiuscivitatis（et）filiumcomitis  
SuPer maChinas colligari，三sic reputans sibisine sanguine civitatem  
aperiri．：§Atcastellaninonplusfiliisvelpropinquis，；quamBohemisvel  
Alemannis：ParCebant，；sed eos abscedere a murolapidibus et armis  
COerCebant；Videns autemimperator，quOd talinumquamlngenio  
Civitatemsuperaret，；necumquamapropositociviumanimosrevocaret，  
：viribus et armis obtinere nititur，quOdingenio denegatur．；§Igitur  
undique castrum appetitur；et utrimque clamorlngenS attO11itur．；  
TeutunicicastrumlnPetunt，；Polonise defendunt，；undique tormenta  
molesemittunt，；balistecrepant，；iacula，Sagitteper aeravolant，；  
ClipelPerforantur，  
Loricepenetrantur，  
Galee conquassantur，  
mortuicorruunt，；vulneraticedunt，；eorumloco sanisuccedunt．：  
Theutonicibalistasintorquebant，Polonitormenta cum balistis；：  
Theutonicisagittas，Poloniiaculacumsagittis；；Theutonicifundascum  
lapidibus rotabant，：Polonilapides molares cum sudibus preacutis；；§  
Theutonicitrabibus protectimurum subire temptabant，；Polonivero  
lgnem COmburentem；aquamque ferventem；illis pro balneo  
temperabant．；Theutoniciarietes ferreos turribus subducebant，；Poloni  
3J   
〟．Am南   
verorotascalibestellatasdesuperevoIvebant．：Theutoniciscaliserectis  
Superius ascendebant，；Polonivero uncis affixos ferreis eosin aera  
SuSpendebant，：  
1）［M］このグローーグフの伯（カシテラン＝城代）が－・○九三年にこの城を所イi‘Lてい  
たヴォイスワフであるのか、あるいは一一二四年に我々が知るところの（『コスマの  
年代記』第三巻第一fし■（章）別のヴォイスワフであるのか、その点は不明である。   
2）［P］ほぼノし即F後、‥九四四年のワルシャワ蜂起の時、ドイツ軍は、戦車への火焔  
攻撃を防ぐために、戦車の前に市民達を立たせ、ポⅥランドのバリケードへと追い二立  
てた時、同じような方法を用いたのである。   
3）［M］それぞれ六～’ミ■節の三連のトロカイックの詩。   
4）［訳注］この城攻めの叙述に関して、マレナンスキは、年代記作者が『ユグルタ戦記』  
第九七草を模したものだとする見角年を紹介しているが、プレジアはそれに反対してい  
る。7dレジ7は、この叙述様式そのものが極めてイ郎糾勺であり、図式的であることか  
らこの章は城攻めの「理念的」な描二写であるとLている。  
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第九章   
その間、ボレスワフは生も夜も休まず、ある時は、食糧を求めて陣営から  
出た者を追いたて、またしばしば皇帝自身の陣を恐怖に陥れ、ここかしこと  
略奪者と放火老を待ち伏せして追い回した。   
こうして皇帝は、多くの日々を賛して町をJi領しようと試みたが、日々味  
方の兵士達の新鮮な肉以外には何も戦果を得ることができなかった。という  
のは、その地では毎LJ高貴な身分の男達が討ち倒され、内臓を抜き取られて、  
塩や香料で整えられ、ポーランドからの貢献として馬車に積まれ、皇帝によ  
って、バヴアリアかサクソニアへ送られたからである。  
（9）  
Interea Bolezlauus die noctuque non cessabat，；sed quandoque de  
CaStrisexeuntesprovictualibusagitabat∴frequenteretiamipsiuscastra  
CeSaristerritabat，；modohucmodoillucpredatoribusvelcombustoribus  
insidiando cursitabat．≡Talibus ergo modis cesar multisque diebus  
Civitatem capere nitebatur，；nec aliud quam carnem humanam suorum  
．‘J二〉   
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COttidie recentemlucrabatur．：§ Cottidie namque virinobilesibi  
perimebantur，；qulvisceribus extractis sale velaromatibus conditi；in  
BauariamabimperatOreVelinSaxoniamportandj，；protributoPolonie  
curribus onustis servabantur．；  
第十章   
皇帝は、武器によっても、脅迫によっても、贈与によっても、約束によっ  
ても、町の人々の心を変えることはできないと悟り、また、そこに長く留ま  
っても何も得ることはできないと思って、軍議を開き、ヴロツワフの郡市の  
方へと陣を移した（1）。しかしながら、そこでも皇帝はボレスワフの武力と才能  
を認めることになった。とし、うのは、皇帝がどこに赴こうとも、またどこで  
陣を張り、軍勢を野営させても、ボレスワフは、時には前方から、時には後  
方から皇帝を追い、常に皇帝の野営地の近くに留まっていたからである。皇  
帝が行軍のために陣を撤収しようとすると、ボレスワフもまたその行軍の友  
となった（2）。そして誰でも隊列から離れれば、ただちに陣に帰る道を見失った。  
また多くの者が、食糧や馬の飼料を求め、多数を悼んで（3）、陣営から遠く進み  
出た時には（4）、ボレスワフはただちに彼らと本隊との真中に割って入り、戦利  
品を求めた者が逆にボレスワフの戦利品となった。ボレスワフは、このよう  
にしてこれ程に多数の軍勢を、これ程の恐怖に陥れたので、生れながらの略  
奪者であるボヘミア人も、自分自身の蓄えを食べねばならず、また飢えを味  
わわねばならなかった。実際、敢えて陣営から外に出ようと思う者はいなか  
った。従者も誰一人草を集めようとせず、番兵ですら、肉の臓腑を洗うため  
に、決められた隊列を越え出ようとするものはいなかった。昼も夜もボレス  
ワフは恐れられ、ボレスワフは誰からもその名を憶えられた。ボレスワフは 二  
「眠らない者」と呼ばれた0小さな森や茂みがあれば、「注意しろ▼′そこに潜   
んでいるぞ．／」と彼らは叫んだ。ボレスワフがし、ないと思われるような場所  
はなかった。   
こうしてボレスワフは、狼が人を引きさらっていくように（5）、ある暗は先頭  
から、またある時は後尾から、またある時は側面から攻撃を加えて、彼らを  
エフ   
．1／．・lり．・信   
不断に疲れさせた。それゆえ騎士達は、毎Fl武具に身を固めて進み、いつも  
ボレスワフの出現を懸念した。夜もまた全員が鎖雌を纏って眠り、ある者は  
陣営の中に留ー）、ある者は徹夜の番に立ち、またある老は、夜中、陣営を巡  
回した。ある者は「徹夜で見張れ／用心せよ．／警戒せよ．／（6）」と呼んだ。ある  
省は次のような言葉でボレスワフの武勇を歌った。  
53t  
り川  
Cumquevidisset cesar，quianecarmis，neCminis，；necmuneribus，neC  
promissis；civesflectere，：nequediuciusibistandoqulCquamprOficere；  
potuisset，initoconsiliocontraWratislauiensemurbemcastramovit∴ubi  
quoqueviresBolezlaietingeniumrecognovit．；Namquocumquecesarse  
Vertabat，；velubicumquecastravelstationesfaciebat，；Bolezlauusquo－  
que quandoque（anterius，quandoque）posteriusincedebat，；semperque  
vicinus stacionicesaris persistebat．：§Cumque cesariter faciens sua  
CaStra dimovebat，；Bolezlauus quoque comesitineris existebat，；et si  
qulSquamdeordinibusexiebat，；redeundistatimmemoriamamittebat；  
§etsiquandoqueplures，victualiavelpabulumequorumquerentes，freti  
multtudinelongluS aCaStrisprocedebant，；intereosetexercitumBolez，   
1auussestatim medium opponebat；etsicpredamcapientesipsiquoque  
Bolezlauipredafiebant．：§Undetantumactalemexercitumadtantum  
pavoremredegerat，；quodetiamlpSOSBohemos，naturaliterraptores，Vel  
sua manducare，Velieiunare coegerat．；§Nullus enim exire de castris  
audebat，；nullus armiger herbam colligere，；nullus etiam ad ventrem  
purgandumireultraconstitutascustodumaciespresumebat∴DienoctuT  
que Bolezlauustimebatur，；ab omnibusinmemoriahabebatur：三Bolez－  
1auusnondormiensvocabatur．；Sisilvula，Sifrutectum erat，‡Cavetibi，   
ibilatitat，；clamabatur．：Noneratlocus，；ubinonputareturBolezlauus．  
五 ；Taliter eos assidue fatigabat，；quandoque de capite，quandoque de  
）L cauda sicutlupus aliquos rapiebat，；quandoque vero alateribus   
insistebat．；Sicquemi1itesarmaticottidieprocedebant；etassidueBolez－   
1auum quasipresentem expectabant．；In nocte quoque cunctiloricati  
dormiebant，‡velin stationibus residebant，…aliivigi1ias faciebant，；alii  
CaStra nOCte COntinua circuibant，；alii：vigi1ate，CaVete，CuStOdite，  
34   
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Clamabant，；aliicantilenas de Bolezlauiprobibate decantabant，；hoc  
modo．  
1）［M］『コスマの年代記』第三巻第二ト七草は、事態を別様に描いている。すなわち、  
皇帝は、グローグフの近郊グ）地を去って、シロンクス地－〟のリナンという砦の近くを  
破壊した、と。   
2）［M］Psalm，79（80）10．’’duxi［inerisfuisti”『詩編』八○－O Tlぁなたは軍を導  
く公であった。」   
3）［M］Sallust，Bel／zLmIugurthinum－Ltamenfretusmultitudinemilitumparabat  
armiscontendere．’1サルステイウス『ユグルタ戦記』L一三一一三「P兵の数の多さを悼  
んで、戦を始めた山」   
4）［M］Sallust，Be［hLm Cbtilinae，618．“qujecastrisvisundiautspoliandigratia  
processerant．”サルステイウス『7）ティリナ戦記』六p‥八「視察したり、略奪した  
りするために陣営を出たものは」。   
5）［M］secundumIohammem，1012．”Mercennarius fugit．．．．lupus raplt et  
dispergit．”『ヨハネによる福苦割－・・・（⊃－一二「雇い人は逃げる。狼は羊を奪い、ま  
た追い散らす。」   
6）［M］LiberEzrae，829．“vigilateetcustoditedonec：’『ユズラ記』）lr一二）L「よ  
く注意して預っで卜さい。」  
第十一章  
ボレスワフ、ボレスワ7、栄光の公よ、  
熱き心もて己の国を守る者よ、  
汝は眠らず、また我等を－一時も眠らせず、  
畳も夜も、また明方も。  
我等、汝を国から追い払わんと企てしが、  
汝こそ我等を牢に閉じ込める如く捕えたー）。  
寡を率いて大軍を懲しめうる侯こそ  
王土を治めるにふさわしき老。  
もし汝が一時に全軍を率いたれば、我等、何如になりたらん。  
帝すらなお汝に抗することあたわず、  
35   
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少なき兵もて、かくの如き大軍を討ち破りたる者にこそ  
土間や帝国を奉るべし。  
ボレスワフ、ポモジャより帰りて早々に、  
いまだ卜仝の備えなきままに、  
我等の慢心を打ち砕きたり。  
凱旋の祝いの席に彼の公を迎えねばならぬに、  
我等、彼の公の御国を攻め取らんとす。  
彼の公こそ、神に許されし戟を異教の従と戦いしが、  
我等はキリストの信徒に許されぎる剣を振う。  
神、それゆえに彼とともにありて、彼に勝利を賜わり、  
また我等には、止しくも我等が犯した不義ゆえに罰を下したまう（1）。  
（11）  
Bolezlaue，Bolezlaue dux gloriosissime，  
Tu defendisterram tuam quam studiosissime．  
Tu non dormis，neC permittisnosdormire paululum，  
Nec per diem，neC per nOCtem，neque perdiluculum．  
Et cum noste putaremusdeterra propellere，  
Tunostenesita quasiconclusosin carcere．  
Talisprincepsdebetregnum atqueterramregere，  
Quicum paucistot et tantosita scit corrigere．  
Quid，Sifortesuos omnessimulcongregaverit，  
Numquam cesar sibibello resisterepoterit．  
Talem virumcondeceret regnumetimperium，  
Quicumpaucissicdomabattotcatervashostium．  
Et cumnondum recreatussitde Pomoranla，  
36   
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Sic pereum fatigaturnostra contumatia．  
Etcumillicum triumpho sit eundum obviam，  
Nosecontra cogitamusexpugnare patriam．  
Ipsequidem cum paganisbel］ageritlicita，  
SednoscontrachristianosgerinluSi］1icita．  
UndeDeusest cum eo faciensvictoriam，  
Nobis veroiuste redditillataminiuriam，  
1）［M］それぞれの速かトh汀節の二十連のトロカイックの詰。  
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第十二章   
さて、身分が高く、分別のある岩十の人々が、これを聞いて驚き、互いに  
語りあった。「もしも神がこの人物を助けようと思われないなら、異教の徒に  
対するこれ程大きな勝利を彼に与えたまわないであろう。また彼がこれ程大  
胆に我等に抵抗することもないであろう。またもし神が彼をこれ程力強く引  
き上げたまうことがなければ、我が国の民衆がこれ程彼を誉め称えることも  
ないであろう。」   
しかしながら神は、おそら〈秘かに取ト）計らって、皇帝の名声をボレスワ  
フの上に移されたのである。事実、民衆の声が常に主なる神の声に一致する  
ことは習わしとなっていることである。それゆえ、歌を歌っている民衆が神  
の意志に従っていることは明らかである。しかし、皇帝には民衆のこの歌が  
快くはなかった。それゆえ、この歌を民衆が歌うのを幾度も禁じた。しかし  
そうすればそうする程かえって民衆は、さらに向こう見ずな振舞に駆りたて  
られた。そこで皇帝は、実例と行いを省みて、無益な努力によって民衆を疲  
れさせたこと、また神の意志にはさからえなかったこと（1）を悟り、秘かに別の  
ことを思案した。しかしまたそれとは異なる事柄を遂行しようとするふりを  
したのである。皇帝は、これ程多くの民衆は、戦利品なしにはこれ以上長く  
ここに留まることはできないこと、またボレスワ7が岬Lえるライオンの如く（2）、  
不断に彼らを取り囲んでいることを熟考した。馬も倒れ、人も徹夜の監視と  
37  
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労苦、飢餓に苛まれ、うっそうとした森、まとわりつ〈沼地、肌刺す蝿、鋭  
〈とがった矢、憎みに満ちた農民、これらのものが皇帝の企ての成就を許さ  
なかった。そこで皇帝は、クラコフへ行〈と偽って、和平のために使者をボ  
レスワフのもとへ巡遺し、以Fの言葉で金銭を求めた。しかしそれは、以前  
程の額ではな〈、また以前程の倣憎な調子でもなかった。  
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（12）   
Quidamverovirinobilesetdiscretihecaudientes，…mirabanturinterse  
referentes．；NisiDeus hunc hominem adiuvaret，‡nunquam tantam de  
Paganisvictoriameidaret，三nequenobisitavirilitercontrastaret．：Etni  
Deuseumita potencialiterexaltaret，；numquameumnoster populussic  
laudaret．；SedDeussecretoforsanconsiliohecagebat∴quilaudescesar－  
is ad Bolezlaum transferebat∴Vox enim populisemper solet voci  
dominice convenire．；Unde constat Deivo】untatipopulum cantantem  
obedire．§ Cesarivero cantilena populidisplicebat，；eamque cantari  
SeplSSime prohibebat，；sed eo magis ad tantam procacitatem popu】um  
prorsus commovebat．：Cesar vero exemplis et operibus recognoscens，  
quiafrustralaborandopopulumaffligebat，…necdivinevoluntatiresistere  
valebat，：aliud secrecius cogitavit；et aliud se facturum simulavit．：§  
Perpendebat utique，qula tantuS pOPulus sine preda diucius vivere  
nequibat；et quia Bolezlauus eos assidue，Sicutleo ruglenS Circuibat．；  
Equimoriebantur，；virivigi1iis，labore，fame cruciabantur，；silve  
COndense，：paludes tenaces，；musce pungentes，Sagltte aCute，；rustici  
mordaces；compleripropositumnonsinebant；UndeseCracowsimulans  
irevelle，；1egatosdepace Bolezlauomisitetpecuniamnontantam，neC  
tamsuperbe，；sicut priusquesierat，inhecverba．  
1）［M］Hester．139．”Domine，nOneSt．quipossittuaeresisterevoluntati．”『エス  
テル記」1十ニ九「主よ、あなたの意志に逆らう者はいません。」（これは現行の『合  
l－∫j沢蟹吾』には有イt二しない文章である．）   
2）［M］Epistula PetriI．5－8．“tamquamleorugienscircuit．”『ベトロの手紙L一』  
五一一二「ほえたけるライオンのように、探し回っています。」  
3β   
